
《
特
別
寄
稿
・
日
帰
り
研
修
会
》 

足
利
市
の
史
跡
を
巡
る 

コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
が
続
き
、
感
染
拡
大
や
減
少
の
波
が

繰
り
返
さ
れ
、
気
が
休
ま
ら
な
い
中
で
す
が
、
会
員
の
交

流
や
親
睦
を
図
る
べ
く
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に
、
今
年

度
は
、
埼
玉
県
に
隣
接
す
る
栃
木
県
足
利
市
の
史
跡
を
巡

る
旅
を
企
画
し
ま
し
た
。 

担
当
三
名
（
中
山
時
次
・
橋
本 

滋
・
遅
塚
惠
美
子
）
で
、

七
月
二
十
九
日
に
旅
行
の
下
見
を
行
い
、「
史
跡
足
利
学

校
」、「
鑁
阿
寺
」、
障
害
者
支
援
施
設
「
こ
こ
ろ
み
学
園
」

の
ワ
イ
ン
醸
造
場
「
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

を
実
地
見
学
し
、
下
調
べ
し
て
い
た
食
事
処
の
確
認
や
予

約
も
済
ま
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
橋
本
幹
事
が
旅
行
の
し

お
り
を
作
成
し
ま
し
た
。（
下
段
し
お
り
参
照
） 

 

十
月
二
十
一
日
（
金
）、
秋
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
参

加
者
十
六
名
で
、
計
画
通
り
岩
槻
を
出
発
し
ま
し
た
。
バ

ス
の
中
で
は
、
見
学
地
の
詳
細
に
つ
い
て
、
し
お
り
の
資

料
を
紹
介
し
、
事
前
に
研
修
を
深
め
ま
し
た
。
運
行
状
況

も
良
好
で
、
予
定
時
刻
に
史
跡
足
利
学
校
に
到
着
し
ま
し

た
。 

史
跡
足
利
学
校
で
は
、
ま
ず
、「
日
本
最
古
の
学
校
」
と

言
わ
れ
る
歴
史
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
後
、「
学

校
門
」
を
く
ぐ
っ
て
敷
地
に
入
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
な
が
ら
、
建
物
や
庭
を
見
学
し
ま
し
た
。
美
し
く
整

備
さ
れ
た
日
本
庭
園
や
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
の
建
物
、
歴

史
を
物
語
る
展
示
物
か
ら
、
漢
籍
や
典
籍
の
学
び
舎
と
し

て
の
功
績
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「
足
利
学
校
」
は
、
十
六
世

紀
半
ば
に
は
、
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
に
よ

っ
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
有
名
に
な
り
、
江
戸
時
代

に
は
多
く
の
文
人
や
学
者
を
受
け
入
れ
、「
坂
東
の
大
学
」

の
役
割
を
担
っ
た
そ
う
で
す
。
明
治
の
初
め
に
幕
を
お
ろ

し
ま
し
た
が
、
地
元
に
は
「
自
学
自
習
」
の
精
神
が
引
き

継
が
れ
て
お
り
、
平
成
二
年
に
江
戸
中
期
の
姿
が
復
元
さ

れ
、平
成
二
十
七
年
に
は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
論
語
素
読
体
験
等
の
各
種
事
業

も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

復
元
さ
れ
た
茅
葺 

き
の
「
方
丈
」
内
の 

大
広
間
で
は
、
折
し 

も
、
小
学
生
の
た
め 

の
論
語
の
素
読
体
験 

事
業
が
実
施
さ
れ
て 

お
り
、「
足
利
学
校
」 

の
理
念
が
今
も
地
域 

に
根
ざ
し
て
い
る
一 

端
を
知
る
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。 

 

次
の
見
学
地
「
鑁
阿
寺
」
は
、
史
跡
足
利
学
校
に
隣
接

し
て
お
り
、
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
下
田
氏
の
案

内
で
徒
歩
五
分
ほ
ど
歩
い
て
到
着
し
ま
し
た
。 

令和４年度 日帰り研修旅行の」しおり 

○旧交を温めて･･･また会えてよかった 

○新たな発見を期待して･･･なるほど、そうだったのか 

○見て歩いて語らって･･･自分のペースで健康づくり 

１ 旅行実施日  令和４年１０月２１日（金） 

２ 目的地    史跡足利学校・鑁阿寺 

        ココ・ファーム・ワイナリー 

３ 費用 １０，０００円（バス代、有料道路、昼食代、保険料 等） 

４ 各地出発時間 東岩槻南口(８：００）市民会館（８：１５） 

     岩槻駅前りそな銀行（８：２５）ほてい家（８：３０） 

５ バス会社  つばさ観光 048-766-8000 蓮田市井沼 

６ コース   8:45岩槻 IC<東北道>岩舟JCT<北関東道> 

               足利 IC 太平記念館（休憩） 

 9::55～10:55  史跡足利学校（VTR 視聴後に見学） 

10:55～11:55  鑁阿寺（ガイドの説明あり） 

 12:05～13:30   昼食（和風ダイニング 一入） 

13:55～14:55   ココ・ファーム・ワイナリー（試飲あり） 

15:45～16:00   蓮田SA（休憩） 

 16:10～ 岩槻（ほてい家・りそな銀行・市民会館・東岩槻駅） 

◎感染対策を万全に 手洗い、マスク、手指消毒、 

会話は適度な音量で 

史
跡
足
利
学
校 

「
方
丈
」 

 

― １８ ― 



 

鑁
阿
寺
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
建
久
七
年
（
一
一
九
七

年
）
足
利
義
兼
に
よ
っ
て
館
内
に
建
立
さ
れ
た
真
言
宗
の

寺
院
で
あ
り
、
本
尊
は
源
氏
、
足
利
氏
の
守
り
本
尊
で
あ

る
大
日
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

敷
地
の
周
囲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
土
塁
と
堀
が 

め
ぐ
ら
さ
れ
、 

池
に
は
錦
鯉
が 

回
遊
し
、
武
士 

の
館
の
趣
を
感 

じ
ま
し
た
。
大 

正
十
年
に
は
国 

の
史
跡
指
定
を 

受
け
て
、「
日
本 

の
名
城
「
１
０

０
選
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
立

派
な
本
堂
を
拝
見
し
、
鎌
倉
時
代
の
代
表
的
建
造
物
の
荘

厳
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
鐘
楼
や
経
堂
、
多
宝

塔
、
樹
齢
六
百
年
の
大
銀
杏
な
ど
、
八
百
年
前
の
鎌
倉
時

代
、
室
町
時
代
の
足
利
氏
の
活
躍
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

食
事
処
「
一
入
」 

で
は
、
各
自
の
好 

き
な
飲
み
物
と
和 

風
会
席
御
膳
を
い 

た
だ
き
、
皆
笑
顔 

で
、
楽
し
い
昼
食 

の
ひ
と
と
き
を
過 

ご
し
ま
し
た
。 

 

午
後
、
最
後
の 

訪
問
先
で
あ
る
「
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
を 

目
指
し
、
バ
ス
で
山
の
中
腹
ま
で
上
る
と
、
急
な
斜
面
に 

葡
萄
畑
が
一
面
に
広
が
り
、
午
後
の
明
る
い
日
差
し
に
輝 

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
斜
面
で
農
作
業
を
す
る
方
々
の
姿 

を
見
て
、
葡
萄
が
収
穫
さ
れ
る
ま
で
の
日
々
の
苦
労
に
思 

い
至
り
ま
し
た
。 

 

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
葡
萄
畑
を
臨
む
ベ
ラ
ン
ダ
で
係
の 

方
か
ら
、
今
か
ら
六
〇
年
以
上
前
、
当
時
の
特
殊
学
級
教 

員
と
生
徒
た
ち
が
勾
配
三
八
度
の
急
斜
面
に
葡
萄
畑
を
開 

墾
し
た
苦
労
、
こ
こ
ろ
み
学
園
の
歩
み
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
設 

立
と
そ
の
後
四
十
年
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
し 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
葡
萄
畑
を
見
上
げ
な
が
ら
、
各
種 

ワ
イ
ン
や
葡
萄
酢
を
試
飲
し
、
丁
寧
に
心
を
込
め
て
作
ら 

れ
た
味
わ
い
の
深
さ
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
急
斜
面
の
葡
萄
畑
に
登
っ
て
み
た 

い
」、「
ま
た
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
、
こ
こ 

ろ
み
学
園
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
て 

深
く
感
銘
を
受
け
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

 

岩
槻
か
ら
バ
ス

で
わ
ず
か
一
時
間

ほ
ど
あ
れ
ば
行
く

こ
と
の
で
き
る
栃

木
県
足
利
市
に
は
、

歴
史
的
遺
産
の
見

所
が
満
載
で
、
大

変
有
意
義
な
日
帰

り
研
修
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
会

員
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
幹
事
一
同
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
担
当
幹
事 

遅
塚
惠
美
子
） 

 

 

鑁阿寺境内で下田さんの解説を聞く参加者 

楽
し
い
昼
食
の
ひ
と
と
き 

ココ・ファーム・ワイナリーでワインを試飲 

― １９ ― 

 


